
別記様式

物品等の名称及び 平成２７年度道路利用の最適化によるストック効果発現に向けた情報提供業務
数量

契約担当官等の氏 支出負担行為担当官　関東地方整備局長　石川　雄一
名並びに所属する 埼玉県さいたま市中央区新都心２番地１
部局の名称及び
所在地
契約締結日 平成27年8月20日

契約の相手方の 株式会社読売エージェンシー
氏名及び住所 東京都千代田区富士見２－２－１２

契約金額 ￥１１，９９８，８００（税込み）
（消費税及び地方
消費税含む）
予定価格 ￥１１，９９８，８００（税込み）
（消費税及び地方
消費税含む）

随意契約によるこ
ととした理由

　　　備　　　　　考 会計法第29条の３第４項　　予決令第102条の４第３号

注）１．公表対象随意契約が単価契約である場合には、契約金額欄に契約単価を記載するとともに
　　　　備考欄に単価契約である旨及び契約単価に予定調達数量を乗じた額を記載する。
　　２．予定価格を公表しないこととした場合、予定価格の欄には「非公表」と記載する。

随意契約結果書

本業務は、平成２７年度末に約９割が概成する圏央道について、広く一般に
開通を告知し、交通の利用経路や土地利用の変化、地域間の新たな連携な
ど、道路利用の最適化によるストック効果の発現に向けて、一般公開のシン
ポジウムを開催するものである。シンポジウムは、圏央道整備を機会に企業
立地や観光地への集客など、道路ネットワークを活用した地域経済の活性化
に取り組む首長や、学識者、メディア等をパネラーに迎え、「圏央道がどのよ
うな役割を果たすのか」を各専門分野からの視点により議論していただく。
シンポジウムは、多様な年齢層に効果的かつ具体的な手法にて実施するも
のとし、企画提案によるものとする。
本業務を遂行するにあたっては、その企画内容等により大きく成果が左右さ
れると考えられることから、企画競争方式により業者選定を行った。
業者選定にあたっては、「配置予定技術者（主たる担当者）の経験及び能
力」、「業務実施方針及び手法」、「特定テーマに対する提案」について企画提
案書及びヒアリングの評価を行い、上記業者が総合的に最も優れた業者とし
て特定されたものである。
株式会社読売エージェンシーは、企画提案書において総合的に最も優れた
提案を行った業者であり、上記業者と契約を行うものである。


